
 

（第２号様式）   
令和８年４月28日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立横浜国際高等学校長  

令和８年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①世界市民として自立

し、探究心、知識、

思いやりに富み、豊

かな世界観を身に付

けたグローバルリー

ダーの育成に向け

て、質の高い英語教

育、多様な言語や文

化の学び、及び探究

的な学びを重視した

国際教育の取組を推

進する。 

①各教科のものの見方や

考え方を踏まえ、概念

的理解につながる「生

きて働く知識・技能」

を身に付けさせる授業

研究を実践する。 

 

 

②総合的な探究の時間に

おいて検証可能な問い

の設定に基づき、生徒

が主体的に研究を深め

る自走型探究学習を推

進する。 

①各単元において「生きて

働く知識・技能」が身に

付いた姿を意識したマト

リックスを作成し、資

質・能力を明確化した授

業設計と研究を進め、公

開研究授業を通して授業

改善を検証する。 

②適切な進捗管理と他者目

線によるフィードバッ

ク、ピアサポートを強化

し、校内外において成果

発表の機会の拡充を図

る。 

①個別の知識や技能の一般

化・統合を通じて概念的

な理解を深める授業実践

を進め、その成果を公開

研究授業で実施できた

か。 

(振り返り評価、アンケ

ート) 

②総合的な探究の時間にお

いて、学習目標の達成に

向けた取組が実施できた

か 

（生徒による授業評価、魅

力と特色アンケート） 

     

２ 生徒指導・支援 

①多様で柔軟な生徒支

援体制及び相談体制

を推進し、規範意識

を身に付けさせると

ともに、生徒の自己

理解と相互理解を深

めるきめ細かな指

導・支援を行う。 

 

①関係機関と連携した組

織的支援体制を強化し

生徒の課題について早

期発見・早期対応を図

る。 

 

 

②学校生活全体を通じて

生徒の主体性と自己管

理能力を育成する支援

指導をする。 

 

①ＳＣやＳＳＷ等との連

携、ケース会議の開催等

をとおして職員の情報共

有を徹底し、生徒が抱え

る課題の把握及び適切な

指導・支援を行う。 

 

②生徒会執行部や各種委員

会活動を通して自主的な

企画立案と運営をサポー

トし、生徒の主体的活動

を促進する。 

①かながわサポートドック

の効果的な活用や教育相

談 CO との連携を行い、

生徒の課題の把握及び適

切な指導・支援が実施で

きたか。 

（ケース会議実施回数） 

②学校行事や部活動等、生

徒の主体的な活動を支援

できたか。 
（事後アンケート、魅力と

特色アンケート） 

     

３ 進路指導・支援 

①海外を視野に入れた

生徒の進路希望の実

現に向け、学習意欲

を高め、幅広い学力

の習得と定着を図

り、組織的・計画的

な進路指導を行う。 

②生きる力の育成を目

指し、自主的に将来

の進路や職業につい

て深く学び、人生設

計ができる資質・能

力を育む。 

①自らの学力や進路目標

を的確に把握し、主体

的に学習に取り組む姿

勢を身に付けさせる。 

 

 

 

 

②総合的な探究の時間等 

と関連付け、幅広い視

野で多様な進路選択の

中で自らの将来を設計

する力を育成する。 

①模試の振り返り、キャリ

アパスポートの記入、面

談を行うことでで、自ら

の学力や目標等を定期的

にチェックし改善する。 

 

 

 

②進路講演会や外部講座等

を充実させ、様々な学習

活動と進路選択の接続を

図る。 

①模試の振り返り講座を進

路指導や面談等でいかせ

たか。（模試振り返り

率、進路面談実施率） 

②卒業生による進路講演

会、その他ワークショッ

プ、各種進路ガイダンス

等の広報と内容の充実化

により参加率と満足度を

高めたか。大学体験講座

等により、多様な学習活

動と自らの進路を見据え

た活動ができたか。 

(進路実績、魅力と特色

アンケート) 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

４ 地域等との協働 

①環境問題や社会奉仕

について取り組み、

生徒が主体的に関わ

りながら、地域に開

かれた学校づくりを

行うとともに、地域

社会や国際社会に貢

献できるようにす

る。 

 

 

 

 

①広報活動の推進、学校

運営協議会の活用及び

地域の町内会や小・

中・特別支援学校等と

の連携を通して、地域

社会に開かれた学校づ

くりを推進する。 

 

 

 

 

②高大連携協定を結んで

いる大学をはじめ、大

学や研究機関などの教

育力を活用し、国際社

会に貢献する意識を高

める機会を増やす。 

①学校説明会、学校ホーム

ページやＳＮＳを活用し

て、ＩＢコース、第二外

国語等、本校の魅力を積

極的に発信する。在学

生、卒業生の声にフォー

カスし、具体的な学校生

活を想像できるよう発信

方法の工夫を行う。様々

な行事等を通じて地域連

携の取組を推進する。 

②高大連携協定を結ぶ東京

外国語大学や清泉女子大

学との連携を充実させる

とともに、各種機関と連

携・協働を推進してい

く。 

①中学生とその保護者、及

びその他外部に本校の魅

力が伝わる学校説明会を

はじめとする広報活動が

できたか。学校ホームペ

ージなどを通じて魅力を

発信できたか。 

（学校説明会参加者数、事

後アンケート、HP 更新

頻度） 

 

②大学や研究機関との連携

等を通じて、国際社会に

貢献する意識の醸成がで

きたか。 

(参加生徒割合、魅力と

特色アンケート) 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①ワーク・ライフ・バ

ランスに配慮した教

員の働き方改革を推

進する。 

 

 

 

 

②生徒の安心・安全の

ために教育環境を整

備し、併せてコンプ

ライアンスの徹底、

事故・不祥事防止に

努める。 

 

①ＩＣＴの利活用を通じ

て、会議の効率化およ

び会議時間の短縮を図

る。 

 

 

 

 

②施設・設備の安全点検

および確認を徹底する

とともに、避難訓練や

ＤＩＧ研修等を通じ

て、生徒および職員の

防災意識の向上を図

る。さらに、定期的な

清掃の実施および清掃

器具の整備を進め、学

校環境の継続的な改善

に取り組む。 

①ＩＣＴの利活用を通じ

て、会議資料のペーパー

レス化やオンライン会議

を推進し、資料共有や回

覧を通じて、会議の効率

化や会議時間の短縮を図

る。 

 

②危険につながる箇所の点

検や確認を進めるととも

に、実践的な避難訓練の

実施を目標とする。 

 校内清掃活動では、日常

清掃に加え、定期的な重

点清掃日を設定し、清掃

器具の点検・補充・更新

を計画的に行う。 

①ＩＣＴの利活用を通じて

会議の効率化を図ること

ができたか。また、働き

方改革に向けた取り組み

を推進することができた

か。 

（業務改善実施件数、職場

改善アンケート） 

②定期的な施設設備の点検

実施ができたか。前年度

の課題を改善した避難訓

練ができたか。学校環境

の改善に取り組むことが

できたか。 

（事故不祥事件数0件） 

 

     

 

 


